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空（純性）

⾵（動性）

⽕（純正・動性）

⽔（純正・鈍性）

地（鈍性）





KARMAとDARUMA



そもそも⽣まれ変わる理由のあるところ
古来インドに存在。仏教により六道輪廻の原動⼒という形で解
かれる

中毒的なパターンの問題↓
○ケアの仕⽅（深いことろから引き上げる練習→気づきの⼒→
余裕になる世界観）
外へのエネルギーを内へ向ける事による気づき。
精神的な消化⼒をUPさせたい

いつでも持続的にʻ真実ʼにコンタクトできれば、
古いパターンの破壊・変容が可能

○外的な出来事を誘発しがちな内在する精神的かつ感情パター
ンの結晶化
○⼼の深い層に蓄えられたデータ

KARMA



⾃分の為にしたこと＆⾏ったこと（⾝体）
喋ったこと（⼝）
思ったこと（思）

印象が痕跡として深い意識に残る

原因となり、条件が揃うことで
真相の痕跡は条件が揃うことで具現化
現象。結果となる



⾝のカルマ＝
⼝のカルマ＝
意のカルマ＝

exp.⼼に怒りの痕跡が多い、刺激されやすく、少し
の刺激で怒りが⽣じる。
怒れば怒るほど痕跡は深くなり、より怒りやすくな
るという悪循環がおこる。

潜在意識に蓄積されたデータ（痕跡）は周囲の⼈や
⾃分におこる出来事、現象に反映。



Kriyamana:
⾏動・反応の「即時的」なカルマ

Agami:
過去⽣のカルマが現在に。現世が未来へ。

Prarabdha:
⽣まれた時の惑星の位置によるカルマ。
⼈⽣を通じて影響するもの。

Sancita:カルマの総合＝⼼・⾝体。マインドの全てを使い、他者の中にある神聖な
ものに仕えることで、カルマや⼈⽣の向上させるためのレメディーになる。

※⾃分の24時間の思考の台本があるとして。
⾃分の思考が動機の台本であり、⾃分の体験を作っているとわかったら、
あなたは⾃分の思考をどのくらいそのまま残したいと思いますか。
どのぐらい編集したいと思いますか。



あらゆる⾏動の結果
⾃らの⾏為を意識し、
学ぶようになるための普遍的な
フィードバック装置

東洋の視点：無限の罠と考える傾向
秘儀的哲学：成⻑を促進する可能性



個体化にはそれぞれ独⾃の⽬的がある。

それぞれが特別な存在理由を有する。魂の使命もしくは任務。
（ヒンドゥーにて）

魂の使命は、遺伝的・環境的要素・家族の期待・⽂化的・社会的な刷り
込み・教育などの「かせ」によって覆われたダイヤモンド

かつて純粋な聖霊であった魂はʻ⼈間ʼになった。
（ラテン語の地を意味するHUMAUSより）

ʻ⼈間のメロドラマʼに魂が巻き込まれ、
世俗的な⽣活との絡み合いが増す。

波動⼒学
素粒⼦
素粒⼦
量⼦⼒学

DARMA



citta：どうして私は同じ体験ばかり引き寄せるのだろうか？
その溝から⽬覚め、違う選択をする事が可能。

量⼦⼒学：⽬にする物は全て活動のパターン。物質ではない。

Vriti

Kama

KarmaBhoga

Samskara

Vasana



Vrtti

Kama

KarmaBhoga

Samskara

Vasana


